
役員及び評議員等の報酬に関する規則 

 

（目的） 

第１条 この規則は、社会福祉法人徳寿会（以下「法人」という。）の役員（理事、監事）、

評議員、評議員選任・解任委員会委員（以下「役員等」という。）の報酬について必要な

事項を定める。 

 

（定義） 

第２条 この規則において、定義は次のとおりとする。 

① 会議報酬とは、役員等が理事会、評議員会、評議員選任・解任委員会に出席した場合

の報酬をいう。 

② 業務報酬とは、役員（理事・監事）が法人・事業所に勤務した場合及び理事長の職務

執行に対する報酬をいう。 

③ 役員等及び第三者委員の旅費及び費用弁償に関する規程は、別に定める。 

 

（会議報酬） 

第３条 役員等が会議に出席した場合は、別表１により会議報酬を支払う。 

 

（業務報酬） 

第４条 前条で定める会議以外の日において、役員（理事・監事）が法人・事業所のために

勤務した場合は、別表２により業務報酬を支払う。 

２ 理事長の職務執行に関する業務に対し、別表３により業務報酬を支払う。 

３ 第１項により役員（理事・監事）が勤務した場合は、勤務実績簿に勤務日時、勤務場所、

勤務内容等を記載しなければならない。 

  

（支払方法） 

第５条 役員等の報酬は、職員の給与支給日に口座振込により支給する。 

 

（重複支給の防止等） 

第６条 第３条及び第４条の報酬が重複する場合は、第３条の会議報酬を優先するものとす

る。 

２ 法人職員を兼務する役員には、この規則を適用しない。 

 

（公表） 

第７条 法人は、この規則をもって、社会福祉法第５９条の２第１項第２号に定める報酬  

等の基準として公表する。 

 



（改廃） 

第８条 この規則の改廃は、評議員会の決議によって行う。 

 

 

附 則 

 １ この規則は、平成２９年６月５日から施行する。 

附 則 

 １ この規則は、令和５年３月２４日から施行する。 

附 則 

 １ この規則は、令和８年６月１５日から施行する。 

 

 

別表１ （会議報酬） 

名  称 報   酬 備   考 

理 事 会 日額  6,000円 理事、監事、顧問が出席した場合 

評議員会 日額  6,000円 評議員、理事、監事、顧問が出席した場合 

評議員選任・解任委員会 日額  6,000円 評議員選任・解任委員会委員が出席した場合 

  

 

別表２ （業務報酬） 

名  称 報   酬 備   考 

理  事 日額   6,000円 理事が勤務した場合 

監  事 日額   6,000円 監事が勤務した場合 

 

 

別表３ （業務報酬） 

名  称 報   酬 備   考 

理事長 月額 500,000円 理事長の職務執行に関する業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


